
 

 

平成２６年８月７日（木） 

 

「美作市の観光活性化 検討委員会」のキックオフについて 

  
津山信用金庫 

 

当金庫では、「作州地域のパートナー」という考えの下、お客様や地域の方々に喜んで頂けるよ

う、様々な事業に取り組んでいます。しかしながら、昨今の作州地域の現状や同地域を取り巻く

環境を鑑みると、お客様・地域が元気になるためには、「地域に生まれ、地域に生きる金融機関」

として、より一層地域に対して踏み込んだ取組みが必要なのではないかとの思いに至りました。 

美作市の主要な地域資源の一つである湯郷温泉では、国内観光の旅行者数が回復の兆しを見せ

る中で宿泊客数や売上が減少するなど、経営環境が厳しい宿泊施設や飲食店等が見受けらます。

そこで、当金庫は、関係者の皆様と連携して湯郷温泉への観光客集客に向けた施策を「検討・提

言」し、実際に「実行」へと導くことで湯郷温泉の活性化を目指すこととしました。その取組み

の場として、「美作市」「湯郷温泉旅館協同組合」「湯郷温泉観光協会」「湯郷自治会」「㈱湯郷鷺温

泉」および信用金庫の中央金融機関である「信金中央金庫」と共同で「美作市の観光活性化 検討

委員会」を立ち上げ、「みまさか商工会」のご協力を得ながら湯郷温泉、そして、美作市の観光活

性化を目指す同委員会のキックオフミーティングを平成２６年８月６日(水)に開催いたしました。 

 

（キックオフミーティングの様子）

 

当金庫 松岡理事長（左から５番目） 


